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未来を変える ～ 朝会講話 ～

今週の朝会では「未来を変える」というテーマでお話ししました。

生徒指導部より、お知らせとお願いです。

１ 集団下校終了です → 降雪の多い時期を迎え、各家庭での送迎等が増えることから、
集団下校を１月末で終了としました。

２ ヘルメット着用を！ → 昨年４月より、自転車利用時は年齢を問わずヘルメットを着用することが努力義務と
なりました。登下校以外でも、自転車利用時はヘルメットを忘れずに！

３ 不審者に注意を！ → 不審者情報が多数報告されています。登下校及び外出時は、くれぐれも注意を！

＜ 次週の予定 ＞
6 月 朝会 奉仕部活動日

Ｔタイム（２年ふくしま学テ・３年入試対策）

7 火 五箇地区学校運営協議会（１８：３０～ 五箇小）

8 水 Ｂ日課 諸会費納入日

職員会議 ※部活動中止日

9 木 実力テスト(３年） 卒業式練習（３年）

10 金 授業参観・教育講演会・学年保護者会

今年度最後の授業参観です。お世話になります。

  

◇◇ 今週の言葉 ◇◇

今の自分の姿は、
過去に、自分が積み重ねた行いの結果。
では、未来の自分を作るのは？

～ 明日、そして未来のために、今を大切に ～

【 朝会講話 】 ※ 抜粋

皆さんは、今の世界の状況を皆さんはどう感じているでしょうか。未だに各地で紛争があったり、地
震や豪雨などの自然災害で多くの人が亡くなったり、世界中がコロナなどの様々な感染症で命を落とした
りと、悲しい出来事がニュースになっていますね。
では、今お話しした自然災害で亡くなる人の数は、100年前と比べてどうなったと思いますか？ 増え

た？ 減った？ 変わらない？ 実は半分以下になっているのだそうです。
昔の人々は「自然災害だから仕方ない」「これも運命なんだ」と諦めざるを得なかったかもしれません。
しかし人類が科学技術の発展に取り組んだ結果として、自然災害そのものは増えていても、それによる

被害を減らすことができているのでしょう。
このことを、自分自身の生活に置き換えて考えてみてはどうでしょうか？

未来は変えられます。仮に運命というものがあったとしても、自身の考え方や
取り組みによって変化させることはできると思います。大切なのは、そのために
今何ができるか、何をやるべきかを考え行動することです。誰かの手助けはある
かもしれません。でも、最後は自分自身の願いや思い、決意や努力によって作り
上げられるのは間違いありません。そのような地道で小さな取り組みが、１ヶ月
後の自分、１年後の自分、社会人なった自分という「未来の自分」をつくってい
くのだと思います。あと２ヶ月で今年度も終わります。まずは来年度の自分を意
識して行動を起こしてみてはどうでしょうか？

今年１年の活動を振り返って ～ 第２回生徒会総会 ～

３日（金）、第２回生徒会総会が行われました。新役員の皆さんにとっては最初の大仕事でしたが、３名
で力を合わせてしっかりと進めてくれました。会では、本部、奉仕部、各部活動から今年度の活動につい
ての報告と、次年度への取り組みに関する方針等が示されました。また本部からは、生徒会重点目標につ
いて以下のような反省が述べられました。

【重点目標１：明るく元気な挨拶を進んで行う学校】
○大きな声で、相手が気持ちよくなるような挨拶を意識できた。
○全校レクを行うなど交流の機会を増やすことで全校生のつながりが深まった。

【重点目標２：全校生が目標を持って、文武両立を目指す学校】
○それぞれが目標を持つとともに、部活などの目標を立て一生懸命取り組むことができた。
○各行事で、一人の役割が大きいところもあったが、最後まで責任を持って取り組むことができた。


